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事業名 一般国道４号氏家矢板バイパス 事業 一般国道 事業 国 土 交 通 省
うじいえやいた

区分 主体 関東地方整備局

起終点 自：栃木県さくら市上阿久津 延長
とちぎけん か み あ く つ

至：栃木県矢板市片岡 １３．９km
とちぎけん や い た し かたおか

事業概要 一般国道４号は、日本橋を起点とし、宇都宮、福島、仙台、盛岡を経て青森市に至る延長約850k
。 、 、 、mの主要幹線道路である さくら市・矢板市周辺の国道４号は 市街地中心部を通り 交通量の増加等により

慢性的な渋滞が生じている。氏家矢板バイパスは、広域幹線道路網の強化、県北地域への交通基盤の強化、
開発計画等地域振興の支援を目的とした延長13．9kmの現道拡幅及びバイパス事業である。
Ｓ５８年度事業化 Ｓ５８年度都市計画決定 Ｓ６０年度用地着手 H元年度工事着手
全体事業費 ３６０億円 事業進捗率 ８８％ 供用済延長 9.2km
計画交通量 ３５，５００～４８，７００台／日
費用対効果 Ｂ／Ｃ 総費用 総便益 基準年(残事業)/(事業全体) (残事業)/(事業全体)
分析結果 ２．７ ７０/５１３億円 1,398/1,398億円 平成１９年(事業全体)

4.5/447億円 走行時間短縮便益：1,360/1,360億円（既供用区間を除く区間） 事 業 費：
65/65億円 走行経費減少便益： 12/12億円２．１ 維持管理費：

交通事故減少便益： 26/26億円(残事業)２０．０
感度分析の結果
【事業全体】交通量： B/C=2.5～3.0(交通量±10%) 【残事業】交通量： B/C=18.0～22.0(交通量±10%)

事業費： B/C=2.5～3.0(事業費±10%) 事業費： B/C=19.9～20.2(事業費±10%)
事業期間：B/C=2.6～2.8(事業期間±20%) 事業期間：B/C=20.0～20.0(事業期間±20%)
割引率： B/C=2.2～3.5(割引率±１%) 割引率： B/C=19.8～20.2(割引率±１%)

事業の効果等
・当該路線が隣接した日常活動圏中心都市間を最短時間で連絡する路線を構成する、他７項目に該当

関係する地方公共団体等の意見
旧３市４町：旧高根沢町以北の一般国道４号の整備促進を要望

事業採択時より再評価実施時までの周辺環境変化等
沿線の土地区画整理事業が伸展し、沿道に商業施設が立地するなど、当該道路における交通需要が増大し

ている。
事業の進捗状況、残事業の内容等

平成18年度までに氏家駅西地区の４車線化（L=1.1km 、上阿久津バイパスの全線４車線（L=3.5km）が開）
通した。現在、残る矢板バイパスの整備及び４車線化を進めており、用地は96％取得済みである。
事業の進捗が順調でない理由、今後の事業の見通し等

現在、交通需要の多い氏家駅西地区、上阿久津ＢＰから順次整備を進めており、当初の予定通り進められ
ている。残る矢板バイパス及び４車線化整備について、平成２０年代前半までに整備を進める。
施設の構造や工法の変更等

コスト縮減に資する調達方法の採用や新技術の積極的活用など、コスト縮減に努めるとともに工期短縮を
図り、併せて整備効果の早期実現を図る。
対応方針 事業継続
対応方針決定の理由

以上の状況を勘案すれば、当初から事業の必要性、重要性は変わらないと考えられる。
事業概要図

※ 総費用、総便益とその内訳は、各年次の価額を割引率を用いて基準年の価値に換算し累計したもの。

 


